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会社概要 | https://hatena.co.jp

会社名 株式会社はてな

代表取締役社長 栗栖義臣

設立 2001年7月

資本金 248,793千円

事業内容 インターネット関連事業

上場市場 東証グロース市場（3930） 

所在地 京都オフィス（本社）
京都府京都市中京区烏丸通六角下ル七観音町630 読売京都ビル7F

東京オフィス（本店）
東京都港区南青山6-5-55 青山サンライトビル3F



はてなの事業
個人ユーザー向け「コンテンツプラットフォームサービス」で培われた技術力やノウハウを活かし

企業向けに「コンテンツマーケティングサービス」「テクノロジーソリューションサービス」を提供



はてなの事業 | コンテンツプラットフォームサービス
提供開始から10年を超える「はてなブログ」「はてなブックマーク」など、

個人ユーザー向けコンテンツプラットフォームサービスを提供

「はてなブログ」はユーザーの「書きたい」気持ちに応えるブログサービスです。手軽に書きたい人も、しっか

り書きたい人も満足できる便利な機能を備えています。シンプルかつモダンなブログサービスとして継続的な機

能開発に取り組むとともに、検索流入に寄与する要件への対応や機能改善、「はてなブックマーク」との連携な

ど、ユーザーの書いたコンテンツが読まれる仕組みも用意しています。

「はてなブックマーク」は国内最大級のソーシャルブックマークサービスです。ニュースやブログのなかから気

になった記事をクラウド上に保存し、ほかのユーザーと共有することができます。オンラインブックマークツー

ルとしての利用だけでなく、時々刻々と移り変わるインターネットの人気ページや旬の話題が集まるメディアと

しても多くのユーザーにご利用いただいています。



はてなの事業 | コンテンツマーケティングサービス
企業のコンテンツマーケティングの支援サービス

オウンドメディアの戦略立案、CMS「はてなブログMedia」、記事制作支援などを提供

オウンドメディアCMS
「はてなブログMedia」

オウンドメディア支援サービス
「はてなMediaSuite」

コンテンツ集客のための
「はてなブックマーク ネイティブ広告」コンテンツマーケティングサービス

オリックス株式会社様
「MOVE ON!」

株式会社リクルート様
「SUUMOタウン」

コンテンツマーケティングサービスを採用いただいているオウンドメディア（一部・順不同）

三井住友海上火災保険株式会社様
「くるまも」

東京電力エナジーパートナー株式会社様
「EV DAYS」

LINE株式会社様
「おなじみ」

株式会社ユーザベース様
「Agile Journey」



はてなの事業 | テクノロジーソリューションサービス
個人向けサービスで培った技術・ノウハウを活かし、

サーバー監視、マンガビューワ、共同開発などの企業向けのソリューションやサービスを提供しています

サーバー監視サービス

マンガビューワ

共同開発・協業サービス



はてなの事業 | テクノロジーソリューションサービス

サーバーにおける各種ハードウェアやアプリケーションソフトウェアの性能をリアルタイムに

監視することができるSaaS型サーバー監視サービスです。

使いやすいUIと効率的なAPIによる総合的な監視体験と、より自動化されたインフラ基盤の構築を

可能にするなど、その先進性により多くの大手企業からの採用実績を持っています。

サーバー監視サービス

Mackerel



はてなの事業 | テクノロジーソリューションサービス

マンガサイト、マンガアプリとしての魅力を引き出せるマンガビューワ「GigaViewer」は、

ユーザーが快適にマンガ作品を楽しむための各種機能に加え、サービス提供者の運用コストを

削減する管理機能、広告によるマネタイズ支援などにより集英社様、講談社様、小学館様などが

提供するマンガサービスに採用されています。

2017年から提供しているWeb版に加え、2021年よりアプリ版をスタートしました。

マンガビューワ

GigaViewer

GigaViewer for Web
2017年～

GigaViewer for Apps
2021年～

GigaViewerが採用されたマンガサービス （15社・21サービス / 2023年2月時点）



はてなの事業 | テクノロジーソリューションサービス

株式会社集英社との協業サー

ビス

マンガノ

株式会社集英社との共同開発

ジャンプルーキー！

あしたのヤングジャンプ

マンガ投稿・販売プラットフォーム（Web） マンガ投稿・公開サービス（Web/アプリ） マンガ投稿・公開サービス（Web）



はてなの事業 | テクノロジーソリューションサービス

株式会社KADOKAWAとの共

同開発

カクヨム

小説投稿・収益還元プラットフォーム（Web / アプリ） エンタテインメントサイト（Web）

リニューアル開発・運用支援

魔法のiらんど



はてなの事業 | テクノロジーソリューションサービス

任天堂株式会社のゲーム連動サービスのデザイン、サービス企画、サービス開発に協力

スマプラス | イカリング2 | イカリング3・タイカイサポート

Nintendo Switch™ソフト「大乱闘スマッシュブラザーズ SPECIAL」
（発売元：任天堂株式会社）のゲーム連動サービス

Nintendo Switchソフト「スプラトゥーン2」
（発売元：任天堂株式会社）のゲーム連動サービス

※Nintendo Switchは任天堂の商標です。
イカリング2 © 2017 Nintendo
大乱闘スマッシュブラザーズ SPECIAL / スマプラス
© 2018 - 2019 Nintendo
Original Game: © Nintendo / HAL Laboratory, Inc.
Characters: © Nintendo / HAL Laboratory, Inc. / Pokémon. / Creatures Inc.
/ GAME FREAK inc. / SHIGESATO ITOI / APE inc. / INTELLIGENT SYSTEMS /
Konami Digital Entertainment / SEGA / CAPCOM CO., LTD. / BANDAI NAMCO
Entertainment Inc. / MONOLITHSOFT / CAPCOM U.S.A., INC. / SQUARE ENIX CO.,
 LTD. / ATLUS / Microsoft / SNK CORPORATION. / Mojang AB / Disney
イカリング3 © Nintendo

Nintendo Switchソフト「スプラトゥーン3」
（発売元：任天堂株式会社）のゲーム連動サービス

Nintendo Switchソフト「スプラトゥーン3」
（発売元：任天堂株式会社）の大会支援サービス



はてなブログ



はてなブックマーク



はてなブックマーク



株式会社はてな 

東京オフィス（本店）〒107-0062 

東京都港区南青山6-5-55 青山サンライトビル3F 

adsales@hatena.ne.jp   www.hatena.ne.jp 

はてなの運営するUGCサービスでの誤情報対策  

 



はてなの運営するUGCサービスの概要

はてなブログ

前身のはてなダイアリーは 2003年サービス開始

「あなたの人生の物語」を綴るブログサービス  近年は法人利用も盛ん

はてなブックマーク

2005年サービス開始  国内で最もポピュラーなソーシャルブックマークサービス

はてな匿名ダイアリー

2006年サービス開始  「詠み人しらず」の精神を伝える匿名コミュニケーションサービス

 



はてなの運営するUGCサービスの概要

はてなブログ

前身のはてなダイアリーは 2003年サービス開始

「あなたの人生の物語」を綴るブログサービス  近年は法人利用も盛ん

はてなブックマーク

2005年サービス開始  国内で最もポピュラーなソーシャルブックマークサービス

はてな匿名ダイアリー

2006年サービス開始  「詠み人しらず」の精神を伝える匿名コミュニケーションサービス

 



小規模サービスでの対策を共有する意義

近年では分散型SNSの興隆により、個人レベルでのメトリクス運用も盛んです。

小規模サービスをコンパクトな体制で健全に運営する方法も広く需要があると見ており、弊社の事例がその

一助となればと考えています。

 



はてなにおける偽情報対策への考え方

理想はユーザーコミュニティの集合知によって、自然に正しい情報が流通すること

実運用は「ユーザーからの通報」 →「スタッフによる目視で公開停止などの措置を取る」が基本

それに加え、システム面でフィルタできる要素、自動対応ができる要素があれば取り入れる

 



目視判断の際の基準について

「情報の正誤」に基づく判断は現実的に困難

正誤判断にはコストがかかる

    対応するスタッフがあらゆる情報の正誤を検証することは不可能

    判断基準となる公正な情報源があるとは限らない

    賛否がある意見や党派性のある意見について誤情報であることを理由に削除を行うと、サービスの中立

性、公正性について疑念を持たれることになりやすい

「なぜ投稿されるのか」「どういう害が生じるのか」との観点で判断基準を設ける

基準やガイドラインが設けやすく、ユーザーからの納得感も得られやすい

内規として設計しやすい

 



投稿動機による誤情報の分類

1. 組織的な世論操作

2. 営利宣伝、インプレッション稼ぎ

3. 嫌がらせ、誹謗中傷

4. 発信者自身の確信的誤認

 



1.組織的な世論操作

近年、世論誘導のため大規模な誤情報による情報操作が行われていることが話題となっていますが、小規

模なサービスについては社会的な影響力が小さく世論を動かす流れを作るには効率が良いとは言えないた

め、ターゲットにはなりづらいと考えています

 



2.営利宣伝、インプレッション稼ぎ

従来のスパム対策や過剰最適化対策の延長線上で対応

通報→目視に加え、接続元情報や利用履歴から不自然な操作が行われていないかシステムで検知

 



3.嫌がらせ、誹謗中傷

従来の権利侵害情報、誹謗中傷情報対策の延長線上で対応

 



サービス設計、コミュニティづくり

効率よくインプレッションを稼いだり安易にデマを投稿できない仕組み、サービス風土づくりも重要
 
・サービス全域で健全な批判言論を歓迎するポリシーを明確に打ち出し、無責任な書き捨てを許容していない

 ・閲覧数や反応数を単純にインプレッションに結び付けない配慮をしている。例としてはてなブックマークでは人気エントリーを選

定する際、建設的か、多様性があるか、といったブックマーク数以外の指標を設定したアルゴリズムとなっている

 ・匿名ダイアリーでは、固有の人名や法人名が特定できる記事は本人からの削除依頼があった場合無条件で削除するルール

とし、デマの温床となることを防いでいる

・はてなブログのトップページは目視でのテーマ選定を基本としている。サービスとしてパーソナルな心情や経験を綴る記事を歓

迎するポリシーを提示しているため、その趣旨にそぐわない世論を煽るような記事は選定されない

 



発信者自身の確信的誤認

削除、公開停止といった対応が難しいため、正しい代替情報を提供し、誘導を行う工夫

ユーザー間のコミュニケーションにより、適切な理解に導かれるようなサービスづくりを目指す

 



確信的誤認に至る背景と対策

・インターネット上の誤情報の影響  → ICTリテラシー教育の領域

・周囲の人からのクチコミや、誤った書籍、偏ったメディアからの誤学習  →社会的な取組が必要

実際の対応の現場では利用者本人が抱える障害や病気などの特性が背景にあると考えられる事例も多く、

そこに課題感があります

 



利用者本人の特性が背景と考えられる事例

・情報を適切に読解できず誤情報を拡散してしまう

例）前提条件や例外条件を飛ばしてしまう「 Aはアレルギーがある人には致命的」 →「Aは毒」

例）暗喩が理解できない「 Xは殺人的行為です」 →「Xで殺された人がいる」

・精神面での問題により妄想に基づくデマや反社会的な主張をあえて書いてしまう

・認知に問題がある高齢者、保護者の管理監督がない子供など年齢的な問題

このように、ものごとの正誤判断自体が難しい特性をお持ちの方も利用者の中には存在します。

現実的には、そのような背景を問わず不適切と見られる投稿に対しては表示抑制を行い、ガイドラインや規

約で定める限度を超えた段階で利用停止という対応にせざるを得ません。

しかし本来は排除するのではなく包含されるべきでもあり、社会的な支援が必要と考えています。

 


